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次世代半導体表面と液相（もしくは気相）との相互作用
を極限レベルで理解し、制御することを目指す、表面科
学の研究を進めています。これは、未来の電子デバイス
の製造時に不可欠な表面創成プロセス（超精密加工、洗
浄、成膜、メッキなど）の飛躍的な高度化を促します。
また、新奇のエッチング現象を活用した、Ⅳ族元素から
成る高性能ナノ材料の創出や、新しい計測・評価手法の
開発にも取り組んでいます。これらにより、クリーンで
快適なエネルギー利用社会の実現に貢献したいと考えて
います。

電子・エネルギーデバイス分野、表面分析分野、生産プロセス分野

次世代グリーンデバイスを拓く
半導体実用表面のサイエンス
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[1] Considerations for Avoiding Commoditisation in 
the Automotive Industry ‒ Analysis of Factors that 
Enhance Customisation, Hirotoshi Uehara, Atsunori 
Kobayashi, Junji Ikeda, Keisuke Uenishi, Hiroyuki 
Nagano, Shuichi Ishida,International Journal of 
Business and Systems Research, Vol. 
12, No. 1, p. 85‒105, 2018年.

「ものづくり」における従来の「大量生産・大量消費」から、
今後の「多様化」という時代の流れに順応可能な、次世
代のリーダーを育成すべく、教育研究を通して「スキル」
だけでなく、多面的な「視点」を持ってリーダシップを
発揮できる能力を涵養することを目標としています。こ
れからの社会ニーズを展望して技術課題を先取りし、材
料開発から実装技術などの製品化技術、更にはその技術・
製品のマネジメント、ビジネスモデルに至るまでの、課
題解決・イノベーションに取り組みます。

エネルギー、モビリティ、電子機器システム

産業・製品構造の変化に対応した価値デザインと
技術開発・ビジネス戦略
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